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ビンから50センチ以内に

3球寄せるのに要した打球数

フェアウエー

48層電   6

52度

56度

60度

合計 ■

11   ■

8

8

13 餞

４
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７

ラフ

5

4

4

6

ス
イ
ン
グ
し
や
す
い
振
り
幅
で
打
て
る
距
離
を
見
つ
け
よ
う

テスター&解説

4ヽ暮博則
こぐれ・ひろのり/1972
年11月 27日生まれ、埼玉

県出身。PFGA代表、スタ

ック&ティルト公認インスト

ラクターc赤坂 (東京都)、

所沢 (埼玉県)のレッスン

スタジオで、最新コルフ理

論を用いたレッスン活動

を初心者から上級者まで

幅広い層に行っている。

３０
ャ
ー
ド
で
最
も
ピ
ン
に

寄
っ
た
の
は
５２
度
と
５６
度

ロ
フ
ト
角
の
違

い
で
、
ピ
ン
ヘ
の
寄

り
や
す
さ
が
変
化
す
る
の
か
ど
う
か
を

検
証
す
る
た
め
に
、
同

一
モ
デ
ル
（
フ
オ

ー
テ
イ
ー
ン
Ｒ
Ｍ
‐１２
）
の
４８
度
、

５２
度
、

５６
度
、

６０
度
の
ウ
ェ
ッ
ジ
を
使
用
し
て
、

ピ
ン
ま
で
３０
ャ
ー
ド
の
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー

と
ラ
フ
の
２
カ
所
か
ら
試
打
を
行
い
、

ピ
ン
の
前
後
５０
セ
ン
チ
以
内
に
３
球
寄

る
ま
で
に
何
球
打

っ
た
か
を
記
録
．
ま

た
、
ピ
ン
の
前
後
５０
セ
ン
チ
以
内
に
寄

っ
た
３
球
の
キ
ャ
リ
ー
と
ラ
ン
も
記
録

し
、
そ
の
平
均
値
を
算
出
し
た
。
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「上げるショットにいい(バンカー越えなど)」 という小暮の言葉どおり、

約8割の距離がキャリァとなる。ビンが手前の場合でも有効な手段。

カラーまで距離がある場合などに、直接キャリーでグリーンにボールを落とせる。ランの勢

いがあまりなく、ランが傾斜に影響されやすいので、比較的傾斜のない平らな状況にいい。

胡 目駆l魂亀家:革輔‰脇己ギ饒 丞8襲‡r。 |
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要
し
た
打
球
数
は
、
フ
エ
ア
ウ
エ
ー

か
ら
と
ラ
フ
か
ら
を
合
計
す
る
と
、

４８

度
１１
球
、

５２
度
８
球
、

５６
度
８
球
、

６０

度
１３
球
だ
っ
た
（右
表
参
照
）。
そ
の
結

果
か
ら
、

３０
ャ
ー
ド
の
距
離
で
あ
れ
ば

ロ
フ
ト
角
５２
度
ま
た
は
５６
度
が
シ
ン
プ

ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
適
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
キ
ャ
リ
ー
と
ラ
ン
の
測
定
値

を
見
る
と
、
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
か
ラ
フ
か

に
か
か
わ
る
こ
と
な
く
、
ロ
フ
ト
角
と

キ
ャ
リ
ー

・
ラ
ン
の
距
離
に
比
例
関
係

が
見
ら
れ
た

（
ロ
フ
ト
角
が
大
き
い
ほ

ど
キ
ャ
リ
ー
が
多
く
、
ラ
ン
が
少
な
く

な
る
）。
こ
れ
に
よ
つ
て
常
に
１
本
の
ウ

ェ
ッ
ジ
で
グ
リ
ー
ン
周
り
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
こ
な
す
の
で
は
な
く
、
同
じ
３０
ャ

ー
ド
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
つ
て
も
、
グ

リ
ー
ン
エ
ツ
ジ
ま
で
の
距
離
に
よ
つ
て

は
選
ぶ
べ
き
ウ
ェ
ッ
ジ
を
換
え
る
の
が

得
策
だ
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

●ボールの位置は、フェアウエー、ラフともにカラーまで4ヤード、カラーからピンまで26ヤード。グリーン面

はわずかに上り傾斜になっていて、フェアウエーは芝が薄く、ラフは芝が枯れた状態でテストを実施した。

※実験の結果は目安です。クラブ、気象条件、ピンポジション、グリーンの速さなどにより、異なります。



安
定
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る

振
り
幅
に
は
最
大
と
最
小
が
あ
る

48度は |  |
35ヤ…ド
以上の距離に有効

|1糧翼1%
より」`さく振ることに

:  なり、小手先で打ち

やすくな、てしまう

100
ヤード

最少幅と最大幅で打ったときの

飛距離差はロフトが少ないほど大

きく、ロフトが大きいほど4ヽさくなる。

(ヤード)

小
暮
プ
ロ
が
解
説
！

ロ
フ
ト
角
に
よ
つ
て

打
ち
や
す
い
距
離
と

そ
の
範
囲
が
変
わ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
で
１０
ヤ
ー
ド
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
打
つ
こ
と
や
、サ
ン
ド
ウ
エ
ツ
ジ

で
１
２
０
ヤ
ー
ド
を
打
つ
こ
と
は
不
可

能
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
そ
の
距
離
を
打
つ
こ
と
は

非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
で
の
１０
ヤ
ー
ド
は
調
整
し
て
打
て
る

距
離
の
下
限
を
下
回
っ
て
い
ま
す
し
、

サ
ン
ド
ウ
エ
ツ
ジ
の
１
２
０
ヤ
ー
ド
は

上
限
を
超
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

で
は
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
ど
う
な
の

か
？
　
再
現
性
が
高
い
振
り
幅
の
最
小

範
囲
は
、右
ヒ
ザ
の
少
し
外
側
か
ら
左

ヒ
ザ
の
少
し
外
側
の
範
囲
、
正
面
か
ら

見
た
と
き
に
、時
計
の
文
字
盤
で
い
う

と
８
時
か
ら
４
時
く
ら
い
の
範
囲
に
な

り
ま
す
。反
対
に
最
大
の
範
囲
は
、

１０
時

か
ら
２
時
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

実
験
で
４８
度
と
６０
度
が
ピ
ン
に
寄
り

に
く
か
つ
た
の
は
、

３０
ャ
ー
ド
だ
と
４８

度
で
は
下
限
以
下
だ
か
ら
で
す
。
ま
た

６０
度
は
範
囲
に
は
入
っ
て
い
ま
す
が
、

ロ
フ
ト
が
寝
て
い
る
ぶ
ん
、芯
の
上
下
に

打
点
を
外
し
た
場
合
の
飛
距
離
の
ブ
レ

が
大
き
く
な
り
ま
す
。要
は
ミ
ス
に
対
す

る
詮
谷
度
が
な
い
の
で
、緩
み
や
す
い
中

途
半
端
な
振
り
幅
は
向
か
な
い
の
で
す
。

ロ
フ
ト
が
立
っ
て
い
る
ほ
ど
、下
限
の

振
り
幅
と
上
限
の
振
り
幅
の
飛
距
離
差

は
大
き
く
な
り
ま
す
。

６０
度
は
例
外
で

す
が
、上
の
表
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う

に
、

３０
ャ
ー
ド
は
５２
度
と
５６
度
の
飛
距

離
の
許
容
範
囲
に
入
っ
て
い
る
か
ら
寄

り
や
す
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。



60度

5鍍

5策

48度

韓

60度は

M‐

∬謂話進室鷺協
幅では芯を外しやすく、距離を

臭3翻鮮靭必幾i]

轟::L:メキ

ア
プ
ロ
ー
チ
に
最
適
な

振
り
幅
が
あ
る

ウェッジの
フルショットの

振り幅

キャリーの距離も考えると打てる状況がイメージできる

試打結果の数字にもあるように、ロフトが寝

ているクラブほどキャリーの距離が長く、ランが

短くなっています。例えばバンカーのすぐ先にピ

ンがあった場合、60度のほうが48度よリピンに

寄せやすいのは、ある程度の経験者なら容易

にイメージできるはずです。高い位置に打ちた

い場合も、やはりロフトが寝ているほうが高く上

げて寄せられるというイメージがつくれるでしょう。

逆にキャリーが短く、ランが長い48度は、ピン

が奥の場合などに手前から転がしていくイメー

ジがつくりやすくな
'り

ます。

このように、状況に対して各ロフト角の球筋を

イメージすることで、幅広いアプローチができる

ようになるはずです。
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